
サステイナビリティ推進機構
（事務局1号館3階）

▪専用ウェブサイト  
サステイナビリティ推進機構のご紹介はコチラから

サステイナビリティ推進機構 ➡
https://www.sustainability.hokudai.ac.jp/

北海道大学の SDGs に関する教育、研究はコチラから

北海道大学×SDGs➡
https://sdgs.hokudai.ac.jp/

▪お問合せ  
サステイナブルキャンパスの構築に関すること
　→サステイナブルキャンパスマネジメント本部
　　電　話：011-706-3660　　FAX：011-706-4884
　　メール：osc@osc.hokudai.ac.jp

SDGs に関連する教育、研究、社会連携、広報に関すること
　→SDGs事業推進本部
　　電　話：011-706-4606　　FAX：011-706-4884
　　メール：sdgs@sustainability.hokudai.ac.jp

▪所 在 地  
北海道大学　サステイナビリティ推進機構
〒 060-0808　北海道札幌市北区北 8条西 5丁目 事務局 1号館 3階

サステイナビリティ推進機構
設置の理念・目的

2026 年に北海道大学は創基 150 年を迎えます。
その創基 150 年に向けて、北海道大学は、

「世界の課題解決に貢献する北海道大学へ」
と題した、大学の改革戦略、

「北海道大学近未来戦略 150」 を掲げています。

世界では、2015 年から、
国連の 「持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals, SDGs）」
の達成が求められています。

近未来戦略 150 にある
「世界の課題解決に貢献する北海道大学」 は
まさに、SDGsに示されている多様な目標を

達成する志と調和しています。

北海道大学は
2021 年 8 月にサステイナビリティ推進機構を設置し、
持続可能な社会の構築に資する教育、研究、社会連携、
およびサステイナブルキャンパスの一層の充実を

図って参ります。

機構のご案内

北海道大学

写真（表）：道北の幌加内町にある本学の雨龍研究林。展望台から朱鞠内湖を望む
写真（中）：市民の憩いの場ともなっている札幌キャンパスの中央ローン



Institute for the Advancem
ent of Sustainability

「世界の課題解決に貢献する北海道大学」
を目指して歩みを進めてまいります

　北海道大学サステイナビリティ推進機構は、持続可能な社会
の構築に資する教育、研究、社会連携、およびサステイナブル
キャンパス構築を推進するためのプラットフォームです。
　SDGsに関連する教育、研究、社会連携、広報を推進する
「SDGs事業推進本部」とサステイナブルキャンパス構築を推
進する「サステイナブルキャンパスマネジメント本部」の 2つ
の本部を両輪として、グリーン・スマート・サステイナブル
キャンパスの実現を目指します。

　札幌農学校の設置の経緯、開学当時
にクラーク博士が導入した教育理念、
そして広大な研究林やキャンパスなど

を擁するに至った本学の発展の歴史が、現在の北海道大学の 4つの基本理念を醸成し
ました。これらの理念は「誰一人取り残さない」「ウェルビーイング（well-being）」
などのSDGs（持続可能な開発目標）の考え方と強くつながるもので、本学は開学
以来、教育と研究を通じてSDGsに取り組んできた大学とも言えます。
　こうした歴史を踏まえ、2020 年 10 月に発足した新執行部は、本学が「比類なき」
大学としてSDGsの達成に十分貢献できる研究主導型の基幹総合大学であると認識
し、「SDGsの達成への貢献」を本学のビジョンの中核に据え、その実現のために、
「SDGs事業推進本部」を設立しました。
　SDGs事業推進本部では、SDGsに関わる教育、研究、社会連携、広報など、
様々な関連事業を一元的に集約しつつ、取り組みを推進することでSDGsの達成に
貢献する社会変革の原動力を創出して参ります。

　本学のキャンパスに関する取り組みは、1996 年に国内大学に先駆けて策定した
キャンパスマスタープランにはじまります。2010 年、サステイナブルキャンパス構
築に向けた中核的組織としてサステイナブルキャンパス推進本部を設置しました。
2018 年の「サステイナブルキャンパスマネジメント本部」（SCM本部）への改組を
経て、2021 年 8 月より、SCM本部は「サステイナビリティ推進機構」の中に編制さ
れ、本学のサステイナビリティ推進体制の一翼を担っています。
　本学では、「フロンティア精神」「国際性の涵養」「全人教育」「実学の重視」という
基本理念の堅持と改革戦略「近未来戦略 150」の実現を支え、教育、研究、社会連
携、キャンパス整備を通して、持続可能な社会の構築に貢献するため、「キャンパス
マスタープラン 2018」「サステイナブルキャンパス構築のためのアクションプラン」
等の施策を策定しています。SCM本部では、これらのプランに基づきながら、キャ
ンパス・施設・環境に係る施策の企画・立案等を行っています。

サステイナブルキャンパス  
マネジメント本部

Sustainable Campus Management Office

サステイナビリティ推進機構
Institute for the Advancement of Sustainability

SDGs事業推進本部
SDGs Initiative Office

キャンパスマスタープラン 2018（CMP2018）

サステイナブルキャンパス構築のためのアクションプラン
2016（SCAP2016）

教育・研究  ×  キャンパスマネジメント

協働

キャンパス空間の計画目標と施設や物理的環境整備・管理運営の指針

01

01 03 05

大学の経営戦略の具現化：
4つの基本理念の堅持と北海道
大学近未来戦略 150の実現

03
トータルデザインによるクオリ
ティ・オブ・ライフの向上：
企画・計画・設計から運用・管理
までを含めた総合的なデザイン

02
サステイナブルでハイブリッ
ドなキャンパスの創造：
大学の歴史・自然資産を継承、
発展させた最先端の研究・教
育拠点の形成

04
キャンパス空間の創造を具現
化する実行力のある長期計画：
【計画】と【マネジメント】の
2つで構成されるフレームワー
クプラン

サステイナビリティに
特化、関連した科目の

推進

キャンパスや地域社会
をテーマとする
実践的研究の推進

良質な
キャンパス空間の整備

02 04 06
学生参加型のキャンパス
マネジメントの実現 地域社会との協働 全学でのエネルギー・施設・

廃棄物マネジメントの徹底

■  サステイナブルキャンパス構築の 
ための主な施策

社会連携

研究広報

教育

専用ウェブサイトで SDGs 関連の
研究・教育等を発信
https://sdgs.hokudai.ac.jp/

2022 年度「国際
SDGs 入門」を開講

※Hokkaido サマー・
　インスティテュート
　にて開講予定

産学官と連携し、
課題解決に貢献

事例
・カーボンニュートラル達
成に貢献する大学等コア
リションに参画

・北海道との包括連携協定
・国連大学 SDG-UP に参画

■  SDGs事業推進本部の主な取組み

学内連携

・サステイナビリティ推進員会議
・SDGs および機構に関連する
　活動情報の収集・発信
・フォーラム、シンポジウムの開催
・SDGs 関連教育
・キャンパスのゼロカーボン化等

国連 日本政府 自治体 産業界 教育機関

学生 教職員 同窓生 市民 小中高生

サステイナビリティ推進機構
機構長＝総長

サステイナビリティ推進機構運営委員会

・国際連携　　・地域連携　　・高大連携
・大学連携　　・産学連携　　・市民参加

多様なステークホルダー

エンゲージメント

キャンパスマネジメント
専門委員会

各WG 各WG

SDGs 事業推進
専門委員会

サステイナブルキャンパス
マネジメント本部
本部長＝理事

SDGs 事業推進本部
本部長＝理事・副学長

各部局

学部・大学院
研究所・センター等


